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偏光と位相を精密に制御されたベクトルビー

ムは，そのユニークな伝搬特性と共に集光点で

の縦電場や縦磁場，そして，メビウス帯などが

注目されている。ベクトルビームと物質および

電子の相互作用を利用した超解像顕微鏡，レー

ザー加工，微粒子捕捉や電子加速などさまざま

な応用面も期待されている [1]．このベクトル
ビームの広帯域スペクトルの制御がトポロジカ

ル空間変調器など特殊なデバイスによって近年

実現されている [2]．しかしながら，ベクトル
ビームの広帯域スペクトル制御を特殊なデバイ

スを使わずに，そして，その偏光分布と幾何学

的位相の詳細を広帯域スペクトルで観察した例

は報告されていない．このような背景から我々

は自作した広帯域レーザー光源を用いて，ベク

トルビームの広帯域スペクトル制御を行った． 
図 1(a) は広帯域ベクトルビームの制御光学
系である．光源には波長 400 − 1000 nmの自作
した広帯域レーザー光源を用いた [3,4]．図 1は
光渦発生光学系とベクトル渦発生光学系で構成

されている．さらに偏光解析器によって偏光分

布を観察することもできる．eiθと e-iθを有する渦

位相をそれぞれ足し合わせることで渦位相を打

ち消すことができる [5]．回転 1/4波長板法を使
用し，ストークスパラメータを取得することで，

波長 400 − 1000 nmの広帯域ベクトルビームの
偏光分布の楕円率と主軸方位分布を評価した結

果を図 1(b)と図 1(c) に示す．楕円率は，最大で
も 0.3 以内であり，主軸方位はアジムス偏光を
表す．理想値との相関は 90%以上であった．光
渦光学系の有無によって幾何学的位相を制御す

ることにより，計測されたストークスパラメー

タから幾何学的位相を解析した [5,6]．図 1(d) 
と図 1(e) に示すように，均一な位相と右回りの
渦位相が得られた．以上の結果から，本手法に

よる渦位相の足し算から広帯域ベクトルビーム

の幾何学的位相の制御ができることを広帯域ス

ペクトルで実証した．  
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Fig. 1 (a) Optical setup for geometric phase 
manipulation of supercontinuum vector beams. 2D 
distributions of (b) ellipticity and (c) azimuthal angle on 
the beam. 2D distribution of geometric phase on the 
beam with (d) uniform and (e) vortex phases.  
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